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ま え が き 

 

 若者の自立支援に当たっては、平成 15 年 6 月に、関係４府省（文部科学省、厚生労働省、

経済産業省、内閣府）の大臣で構成される若者自立・挑戦戦略会議により「若者自立・挑戦」

プランが作成されて以来、関係府省の連携強化が進められてきた。その中において、学校教

育段階の若者については、学校卒業後ニートやフリーターとなることを未然に防ぐために、

初等中等教育段階から、キャリアについて知り、考え、体験し、勤労観、職業観の涵養を図

ることが必要であるとの関係者間の共通認識の下、労働行政が学校段階の若者の職業意識形

成支援等に積極的に関わっている。このように、労働行政においては、新規学卒者の職業紹

介を軸にした従来からの連携に加えて、持てるリソースを活用して、ある場合には学校段階

のキャリア教育を側面的にサポートし、またある場合には直接、学校段階の若者のキャリア

形成を支援する施策を展開するといった柔軟な学校との関わりが進んでおり、このような労

働行政と学校の連携は、今後もより一層、重要になるものと思われる。 

 一方、キャリア選択に係る意思決定前には、自己理解、職業理解、職業に対する啓発的経

験のステップが必要とされているが、現在、学校段階の若者に行われているこれらに関する

様々な取り組みは、経験上、効果的であることが示されてはいるものの、その背景にある理

論的な基盤および客観的・実証的なデータは十分ではない。さらに、学校段階の若者がキャ

リア選択の意思決定を行う前段階における支援の効果や影響等に関する実証データに基づい

た分析についても、十分になされているとは言い難い状況にある。 

 そこで、本研究では、学校段階の若者について、自己理解の支援ツールとしての「テスト」、

職業理解を行うための「情報」、職業に関する啓発的「体験」の実施、の３つの側面を取り上

げ、関係機関が効果的に連携して学校段階の若者のキャリア形成を支援するための理論的な

基盤の整備に向けた基礎的なデータを示すこととした。 

 本報告書が、今後のキャリア教育と労働行政との一層の連携を検討・推進していくための

基礎的資料を提供するものとなれば幸いである。 
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